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http://www.minamih.net/ 今日から合宿です。
合宿に参加させてくれたお家の人に感謝し，お休み

をみんなのために使って熱心に指導してくださるコー
チのみなさん，応援のみなさんにありがとうの気持ち
を忘れず，４日間をＧＡＭＡＢＡりましょう。

チームメイトと心と力を合わせ，自分のめあて・チ
ームのめあての達成をめざしてＧＡＭＢＡってくださ
い。優しく強い自分・優しく強いチームになって八王
子に帰ってきましょう。

自分でできることは自分でして，仲間と仲良く過ご
して，楽しい想い出を作りましょう。

１３・ ７・２６（金） 合宿を楽しみにしていたのに参加できない仲間のた

南ＮＥＷＳ ＮＯ３０ めにもＧＡＭＢＡりましょう。学習もね。
ｂｙ南のアンパンマン

◎子ども達に練習や試合で気をつけてほしいこと
①練習中は帽子を必ずかぶること。

試合を観ている時もね。
②練習や試合では自分の水筒にスペシャルドリンクを入れ
てもらってすぐ飲める場所に置いておくこと。

③気分が悪くなったら我慢しないですぐにコーチに言って
休むこと。

◎コーチの皆様にお願い
☆休憩と飲水

○随時水分補給をする
○１・２年生は１０分毎に小休憩，２０分で大休憩
○３・４年生は１５分毎に小休憩，３０分で大休憩
○５・６年生は２０分毎に小休憩，４０分で大休憩

※上記の時間はあくまでも目安ですが，時間を短縮すること
はあっても長くすることはしないでください。

◎診療所
☆金・土・月：山中湖平野診療所

山中湖村平野１４１－１ 0555-65-8229

☆日：山梨赤十字病院 富士河口湖町船津６６６３－１ 0555-72-2222

富士吉田市立病院 富士吉田市上吉田６５３０ 0555-22-4111
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毎年のことですが，合宿で南のテクニカルカードを配ります。南のテーマの一つ
である“ドリブルで相手を抜く楽しみをどの子にも”の達成をめざすのです。

東京都でベスト４に入るチームはどのチームもドリブルで相手を抜き，局面を打
開する力をもつプレーヤーが何人もいます。一昨年の全日本予選東京都大会で準優
勝した白百合にはドリブル力のある子が数人います。準決勝で圧倒しながら白百合
に敗れましたが常勝ヴェルデイは全員がドリブル突破・キープ力を持っています。
自信と余裕を持ってプレーしています。

かつて矢上がＪヴィレッジで指導法を一緒に学んだ菅澤大雅元ヴェルディＵ１２
監督は東京都の５年生大会で「パスするなドリブル､ドリブル！」と指導していま
した。６年生の全日本大会では見事日本一に輝きました。南でもどの子にもドリブ
ルを楽しむ子になってほしいのです。そういう子を育てたいのです。

７月２１日の青梅招待グリーンカップで優勝した南の３年生は，椅子の形・ダブ
ルタッチ・ストップゴー・ランウイズザボール・Ｖ字・ｅｔｃ、いろいろなターン
を駆使して，３試合とも相手を圧倒して見事優勝したのです。どの学年の子もそう
なってほしいのです。

ドリブルで突破する，ボールをキープする力のないプレーヤーは試合を決めるパ
スを出したり，クリエイティブな動きをすることもできません。ボールを奪われな
いかとプレッシャーを感じるあまり余裕がなく，周りを観ることもできず，判断を
せず，ただボールを自分の所から遠ざけるために蹴るということになってしまうの
です。

コーチのみなさんには日頃から取り組んでいただいていますが，４日間の合宿で
ドリブルとターン・スクリーンの力のさらなる向上を図っていただけるようお願い
しています。

テクニカルカードは自分で評価できるカードです。南の納会の前に提出してもら
い，ドリブルチャンピオン賞を決める時の資料とします。ファイルに入れて練習や
試合の時に持ち歩き，できたことを記入することになります。

“もてて読みのある選手の育成”
上の言葉は，１９８２年，サッカーマガジン「私のアイデアトレーニング」に松

田さんと一緒に由井三小で取材を受けた時に矢上が伝えたテーマでした。３０年た
った今も変わりはありません。クリエイティブでたくましい選手の育成の基本です。

むさしの選抜の一員として，全日本大会出場の強豪チームが集う清水リアルチャ
ンピオン戦決勝にＣＦで出場し，試合を中継した静岡でレビの解説者に“ドリブル
・突破力は超中学生級”と評された南の５期生堀江直喜君，若き日の松田さんの姿
も掲載されています。髪の毛ふさふさ，腹の出ていない矢上も載っています。ご覧
になりますか。

ｂｙ南のアンパンマン


